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＊脱炭素社会とは 

地球温暖化の要因となる二酸化炭素（CO₂）をはじめとした、温室効果ガスの   

「排出量実質ゼロ」を目指す社会のこと。 

か 

 

 

 

 

御杖村では、２０５０年の脱炭素社会の実現を見据え、村の地球温暖化対策を効果的に

実施するための計画づくりを進めています。 

この計画づくりを進めるにあたり、必要な調査・分析を行うため、村民の皆さまから環

境問題や地球温暖化対策に関するご意見を伺いたく、アンケートを実施させていただくこ

ととなりました。 

アンケートは無記名で回答いただき、統計的に処理するため、個人情報は守られますの

で、趣旨をご理解いただき、アンケート調査にご協力いただきますよう、お願い申し上げ

ます。 

令和６年８月  御杖村長 伊藤 収宜   

 

 

 

 

 

 

 

◆アンケートは、令和６年７月１日を基準日として、住民基本台帳上に世帯主と

して登録のある村民の皆さまのうち、５００人を抽出してお送りしています。 

◆回答は、質問ごとの説明にしたがって、あてはまる番号を選んで○印をつけて

ください。また、記入欄には数量や具体的な内容を記入してください。 

◆質問によっては、難しいと感じられる内容もあると思いますので、わかる範囲

で回答をお願いします。 

◆回答いただいたアンケート用紙は、同封している返信用封筒に入れ、 

９月１０日（火）までにポストに投函してください。 

（返信用封筒は、切手を貼らずに、そのまま投函してください。） 

 

〔アンケート調査に関するお問い合わせ先〕 

御杖村役場 政策推進課 

ＴＥＬ：０７４５－９５－２００１  ＦＡＸ：０７４５－９５－６８００ 

御杖村脱炭素社会*の実現に向けた 

アンケート調査  

アンケートご記入にあたってのお願い 
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１．あなた自身についてお聞きします                              

◎該当する番号１つに○印をつけ、「その他」を選んだときは（ ）に直接記入してくだ

さい。 

 

（１）年代 

１．10歳代      ２．20歳代     ３．30歳代     ４．40歳代 

５．50歳代      ６．60歳代     ７．70歳代     ８．80歳代以上 

 

 

（２）職業 

１．農業       ２．林業       ３．製造業     ４．建設業 

５．商業・サービス業 ６．公務員・団体職員 ７．学生      ８．主夫・主婦 

９．無職       10．その他（具体的に︓                  ） 

 

 

（３）世帯の人数 

１．１人 ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人以上 

 

 

（４）住居の形態 

１．⼀⼾建て ２．集合住宅（アパートなど） 

３．その他（具体的に︓                     ） 

 

 

（５）居住形態 

１．持ち家  ２．賃貸  ３．その他（具体的に︓                ） 

 

 

（６）居住地（あなたのお住まいはどの大字ですか） 

１．神末                 ２．菅野  

３．土屋原                        ４．桃俣 
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２．環境問題・地球温暖化等について  

問１ あなたは、環境に関する以下の取り組みについて、どのくらい関心がありますか。

項目ごとにあてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。 
 

                         非常に 

関心がある 

関心が 

ある 

あまり 

関心が無い 
関心が無い 

（記⼊例） １ ２ ３ ４ 

ア．地球温暖化対策 １ ２ ３ ４ 

イ．脱炭素社会（CO₂排出実質ゼロ社会）の形成 １ ２ ３ ４ 

ウ．再生可能エネルギー＊の導入 １ ２ ３ ４ 

エ．自然保護 １ ２ ３ ４ 

オ．外来生物の駆除 １ ２ ３ ４ 

カ．騒音・悪臭・振動など感覚公害対策 １ ２ ３ ４ 

キ．水質汚濁・土壌汚染など工業公害対策 １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

問２ 地球温暖化とは、人間の活動によって大量の二酸化炭素などの温室効果ガスが大気

中に放出されることで、地球全体の気温が上昇し、自然界のバランスが崩れてしま

うことです。地球温暖化を原因とする異常気象の影響で、あなたが不安に感じるこ

とは何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．猛暑、酷暑   ２．海面上昇、高潮  ３．洪水、豪雨   ４．熱中症 

５．⽔不⾜     ６．⾷糧不⾜（農業・漁業への影響）   ７．生態系の破壊や動植物の絶滅 

８．積雪量の変化  ９．感染病の拡大   10．不安を感じない 

 

問３ あなたは、二酸化炭素の排出量を削減するために、どのような対策が必要だと思い

ますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．省エネルギーを徹底して、⼆酸化炭素の排出を抑える 

２．太陽光発電などの再生可能エネルギーを積極的に導入する 

３．省エネルギーによる⼆酸化炭素の削減と、再⽣可能エネルギーの導⼊を並⾏して⾏う 

４．特に必要ない 

５．わからない 

６．その他（具体的に︓        ） 

＊再生可能エネルギーとは 

太陽光・⽔⼒・風⼒・地熱・バイオマスといった、⾃然由来で⼆酸化炭素（CO2）を

排出せずに活用できるエネルギーです。 
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３．省エネルギー（省エネ）行動について  

問４ 省エネ設備の導入や省エネ行動の状況についてお伺いします。 

あなた自身と、あなたの家庭での環境に優しい取り組みの実施状況として、「Ⅰ 省

エネ設備導入」「Ⅱ 省エネ行動」について、それぞれあてはまる番号に○をつけ

てください。 

 

Ⅰ 省エネ設備導入（①から⑩の各項目であてはまる番号１つに○） 

 項目 

導
⼊
し
て
い
る 

未
導
⼊
だ
が 

今
後
導
⼊
し
た
い 

導
⼊
す
る
気
は 

な
い 

①  家庭の電灯は LED ライトを導入している １ 2 3 

➁ 家庭⽤燃料電池（エネファーム＊）を導入している １ 2 3 

③ 
省エネ住宅（外壁や窓の断熱・遮熱性能が⾼い住宅）への

改築を⾏っている 
１ 2 3 

④ 
省エネ住宅（外壁や窓の断熱・遮熱性能が⾼い住宅）を新

築した 
１ 2 3 

⑤ HEMS＊（家庭内エネルギー管理システム）を導⼊している １ 2 3 

⑥ 太陽熱温水器＊を導入している １ 2 3 

⑦ 
⾼効率給湯器（エコキュートやエコジョーズなど）を導⼊

している 
１ 2 3 

⑧ 薪ボイラーや薪・ペレットストーブを導入している １ 2 3 

⑨ ハイブリッド⾃動⾞＊を導入している １ 2 3 

⑩ 電気⾃動⾞を導⼊している １ 2 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊エネファームとは 

ガスから取り出した水素と空気中の酵素を化学反応させることによって電気を作り出すシステムで、有限なエネルギ

ーをただ消費するのではなく、一部を利用して新しいエネルギーを生み出していく、環境に優しいシステムのこと。 

 

＊HEMS とは 

家庭内で使用している電気機器の使用量や稼働状況をモニター画面などで「見える化」し、電気の使用状況を把握す

ることで、消費者が自らエネルギーを管理するシステムのこと。 

 

＊太陽熱温水器とは 

太陽光の熱エネルギーを利用して、タンクに貯めた水をお湯へと変える装置のこと。 

 

＊ハイブリッド自動車とは 

エンジンとモーターの 2 つの動力源をもち、それぞれの利点を組み合わせて駆動することにより、省エネと低公害を

実現する自動車のこと。 
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Ⅱ 省エネ行動（①から⑲の各項目であてはまる番号１つに○） 

  

常
に
実
施
し
て
い
る 

時
々
実
施
し
て
い
る 

未
実
施
だ
が 

今
後
実
施
し
た
い 

実
施
す
る
気
は
な
い 

該
当
す
る
機
器
が
な
い 

①  夏場のエアコンは冷房設定温度を 28℃以上に設定 １ ２ ３ ４ ５ 

②  冬場のエアコンは暖房設定温度を 20℃以下に設定 １ ２ ３ ４ ５ 

③  エアコンのフィルターは月に 1〜2 回清掃している １ ２ ３ ４ ５ 

④  ⽯油ファンヒーターは温度を 20℃以下に設定 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ シャワーを使うときは不必要に流したままにしない １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 家族が続けて入浴するようにしている １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ ⾷器を⼿洗いするときはお湯を流したままにしない １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 温⽔洗浄便座の温⽔の設定温度を低めにしている １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 冬以外は暖房便座機能を使⽤しない １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ テレビを使用しないときは主電源をオフにしている １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ 衣類乾燥機は自然乾燥と併用し、回数を減らす １ ２ ３ ４ ５ 

⑫ 
冷蔵庫の温度設定を夏は‟中”以下、他の季節は‟弱”にし

ている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑬ 冷蔵庫に物をつめこみ過ぎないようにしている １ ２ ３ ４ ５ 

⑭ 
調理を⾏うときは電⼦レンジで下ごしらえを⾏うよう

にしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑮ 
ガスコンロを使うときは炎が鍋底からはみ出さないよ

うに調節している 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑯ 
⾃動⾞をゆっくり加速させるなど、燃費の良い運転を⼼

がけている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑰ 
アイドリングストップ（⾞を⼀時停⽌させた際はエンジ

ンを停止すること）をしている 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑱ 
商品を購入するときは過剰に包装されていないものを

選ぶ 
１ ２ ３ ４ ５ 

⑲ マイバックを持ち歩き、レジ袋は購入しない １ ２ ３ ４ ５ 
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４．再生可能エネルギー（再エネ）の導入などについて                    

問５ あなたの家庭では、再エネ由来の電力を利用していますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．⾃宅に太陽光発電をつけて利⽤している 

２．電⼒会社と再エネ由来の電⼒メニューで契約している 

３．特に再エネ由来の電⼒というメニューを選んではいない 

 
 

問６ 問５で「１．自宅に太陽光発電をつけて利用している」と回答した方に伺います。

発電した電力はどのように活用していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．すべて自家消費している  

２．すべて売電している 

３．基本的には⾃家消費しているが余剰電⼒は売電している 

４．わからない 

５．その他（具体的に︓        ） 

 

問７ 再エネ由来の電力の利用について、あなたの考えに近いものを選んでください。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．電気料⾦が多少⾼くなっても再エネ由来の電⼒を利⽤したい 

２．電気料⾦が変わらないなら再エネ由来の電⼒を利⽤したい 

３．再エネ由来の電⼒の利⽤は考えていない 

 

問８ 太陽光発電の設置に関しては初期費用が課題となるケースもありますが、近年、太

陽光発電などを初期費用無しで設置できるメニュー（ＰＰＡモデル＊）があります。

ＰＰＡモデルによる太陽光発電の導入希望はありますか。 

（あてはまる番号１つに○） 
 
 
 
 
 
 
 

１．導入を検討したい・内容を詳しく知りたい ２．興味がない 

３．借家・集合住宅等で設置することはできない ４．わからない  

 
 

＊PPA モデルとは 

需要家（電力の使用者）の屋根などを借り、電力事業者が太陽光発電等を取り付けます。発電した電気は

需要家に供給（売電）します。一定期間が過ぎると太陽光発電は電力事業者から譲渡されます。 
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５．自動車の状況について                                              

問９ あなたの家庭では自動車を保有していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．保有している     ２．保有していない  

（保有台数︓ ⾃家⽤⾞   台 ／ 商⽤⾞    台） 

 

問10 あなた、またはあなたの家族では自宅でどのような車を所有していますか。自家用

車についてのみ、お答えください。（あてはまる欄それぞれ１つに○） 

また、２０３０年（６年後）はどのような保有台数予定になりますか。自家用車、商

用車それぞれの予定台数をお答えください。（数を記載） 

⾃家⽤⾞ 

についてのみ 

現在の保有⾞種 2030年（6年後）の保有予定 

⾃
動
⾞ 

︵
ガ
ソ
リ
ン
⾞
・
デ
	


ゼ
ル
⾞
︶ 

ハ
イ
ブ
リ
�
ト
⾃
動
⾞ 

電
気
⾃
動
⾞ 

現
在
の
保
有
⾞
を
維
持
予
定 

買
い
替
え
・
乗
り
換
え
予
定
︵
購
⼊
︶ 

 

４ 

そ
の
他 

３ 

電
気
⾃
動
⾞ 

２ 

ハ
イ
ブ
リ
<
ト
⾃
動
⾞ 

１ 

⾃
動
⾞(

ガ
ソ
リ
ン
・
デ
�
�
ゼ
ル) 

 

廃
棄
︑
売
却
す
る
予
定 

現在の

保有 

状況 

１台数目     1 ２ 3 ４  

２台数目     1 ２ 3 ４  

３台数目     1 ２ 3 ４  

４台数目     1 ２ 3 ４  

５台数目     1 ２ 3 ４  

新規 

購入 

予定 

１台数目     1 ２ 3 ４  

２台数目     1 ２ 3 ４  

上記以上の台数の

⽅は保有⾞種・保

有予定を記入して

ください。 

 

 

 

                                      ↓ 

 今後の予定を踏まえ、２030 年（６年後）時点の自家用車の保有台数は     台予定 

 今後の予定を踏まえ、２030 年（６年後）時点の商用車の保有台数は     台予定 
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６．脱炭素社会の実現について                                              

問11 御杖村において地球温暖化対策を実施し、脱炭素社会を実現させるうえで、あなた

は御杖村に対してどのような要望をしたいですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．省エネ⾏動や再エネの有効利⽤を御杖村⾃ら積極的に実践してほしい  

２．公共施設に省エネ機器や太陽光発電などの再エネ設備を積極的に導⼊してほしい 

３．村⺠の省エネ設備、再エネ設備導⼊に対する⽀援制度を創設してほしい 

４．村⺠が省エネや再エネ設備の導⼊を進めるための⽀援・補助⾦制度などの情報を提供して 

ほしい 

５．地球温暖化対策や脱炭素社会の実現をテーマとした環境学習の実施など、普及・啓発に⼒ 

を入れてほしい 

６．その他（具体的に︓        ） 

 

◎御杖村で地球温暖化対策を推進するにあたり、ご意見やご提案などがありましたら、自

由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに９月１０日（火）までにポストへ投函してく

ださい。 


